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子どもたちに水分補給の大切さや熱中症について理解してもらうため、
学校の授業や全校集会、クラブ活動に社員が出向いて出前講座を行
っています。「大　アカデミー・公開スクールセミナー」と名付けたこの
活動は2010年に10期を迎え、これまで延べ２,０５６校、約40万人が
受講しました。紙芝居や映像を使った説明に加え、積極的に問いかけ
て参加型を意識するなど、子どもたちの理解を促進し、一人ひとりが
自分で行動を起こせるようになるよう心がけています。
また、スポーツ少年団の練習現場でも、青空の下や体育館でミニ講座
を実施したり、スポーツクリニックと称したイベントを開催して保護者
への訴求を図るなど、熱中症予防啓発のため、さまざまな取り組みを
行っています。

大　製薬はポカリスエット発売の1980年当初からさまざまなシーン
における「水分補給の重要性」の訴求を行ってきました。
1991年、日本体育協会「スポーツ活動における熱中症事故予防に
関する研究班」設置がきっかけとなり熱中症を知って防ぐ活動への
協力が始まりました。 1994年にまとめられた熱中症予防の原則
「熱中症予防8カ条」を子どもたちのスポーツシーンを中心に広め、
その後、職場での労働安全衛生、高齢者の水分補給の重要性などに
テーマを拡大し、啓発活動を進めてきました。社員が現場に出向く出
前講座の実施を中心に、小冊子の作成や自社Webサイトでの情報提
供を行っています。以前は「日射病」としか知られていなかった暑熱
環境下事故への認識が、最近では毎朝の天気予報で「熱中症予防」
の注意喚起がなされるほど、理解が進んできています。
無認識や無理によって健康な人に生じる熱中症は適切な予防措置で
確実に防げるものです。地球温暖化や都市化によるヒートアイランド
現象など私達を取り巻く環境が変化する中、大　製薬は、熱中症事
故予防のための啓発活動をこれからも続けて参ります。

日本体育協会発行の「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」に
基づく内容を掲載し、動画でわかりやすく解説しています。

都市圏では、青少年が身体を動かす機会が減り、
体力と運動能力が明らかに低下しています。
スポーツを楽しむときに事故が起きないよう「身
体を動かすための基礎知識」と「スポーツ時に
必要な水分補給のポイント」をしっかりと伝えて
います。
正しい水分補給はパフォーマンスの向上にも繋
がります。セミナーに参加した子どもたちが安全
に、また自分の能力を最大限に発揮できる知識
を身につけることで、さらにスポーツが好きに
なってくれれば、嬉しい限りです。

ニュートラシューティカルズ事業部
販売促進担当 課長
宮下 大樹
東京支店

V

関連サイト ： 
財団法人日本体育協会 > 熱中症を防ごう
http://www.japan-sports.or.jp/
medicine/guidebook1.html

関連サイト ： 
健康を考える > 熱中症を予防しよう
http://www.otsuka.co.jp/
health/heatdisorder/

児童・生徒を対象とした取り組み

Webサイトでの情報提供

スポーツ活動中の
熱中症予防８ヶ条

熱中症予防啓発活動
健康に役立つ情報の発信
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私が担当する栃木県内の小中学校（５校）で、
強歩大会を行っていますが、このセミナーを始
めて４年間で、完歩率が８５％から９６．６％にな
ったといううれしいデータもあります。セミナー
受講者の「熱中症予防意識」は確実に向上して
いると感じています。
今後は、水分補給だけでなく栄養補給について
も、選手・指導者・保護者が一緒になって理解を
深めていただけるよう、充実したセミナーを積
極的に行っていきたいと思います。

スポーツ少年団を通じての啓発は、子どもたちだけではなく、指導者へ
の情報提供という形でも行っています。また、「大　アカデミー・公開
スクールセミナー」を受講した先生からの推薦で「養護教諭部会」など
でも講演を行う機会をいただき、活動の輪が広がっています。
受講した先生方からは「水分補給だけでなく栄養の大切さも伝えた
い」「競技能力向上のための水分補給について知りたい」などの貴重
な意見が寄せられ、そういった受講者のニーズに合った内容で、セミ
ナーを開催しています。

V

氏

屋外で業務を行う検診スタッフや配線担当スタッフには「携帯型熱中症予防計」を携行させ、労
働災害発生ゼロを目指しています。５月に労働衛生関連の専門雑誌で、大　製薬の「熱中症予
防セミナーの募集広告」を見つけ、現場スタッフのためのセミナーを申し込みました。１時間のセ
ミナーで、熱中症の正しい知識と水分と塩分、特にナトリウム量を意識する大切さが分りました。
３０年前、先輩から「夏の暑い時期には、塩と水！」と言われましたが、その理由がはっきりと理
解できました。正しい知識を、社内でしっかりと広めていきたいと思っています。

指導者を対象とした取り組み

企業・職場を対象とした取り組み

企業を対象としたセミナーでは、熱中症発生のメ
カニズムや予防の方法はもちろん、水分補給時
のポイントをしっかり理解していただくことが第
一と考えています。そして、セミナーを受講され
た方から仲間のスタッフの方々に、口コミで伝わ
りやすい、明確な情報の提供を心掛けています。

企業の経営者や安全衛生担当者、現場のスタッフの方々を対象に、企
業の支店・営業所単位で行われる「熱中症予防セミナー」への講師派遣
や、暑熱環境下にある現場での出前講座を行っています。
また、中央労働災害防止協会や建設業労働災害防止協会などの「熱中
症予防ガイドブック」作成にも協力し、2009年６月に厚生労働省から
発表された「職場にお
ける熱中症の予防に
ついて」という通達の
内容をひとりでも多くの
方に理解いただけるよ
う努めています。

ニュートラシューティカルズ事業部
販売促進担当 係長
藤崎 正樹
仙台支店 青森出張所

V

MESSAGE

熱中症予防セミナーに講師派遣を依頼された会社さまから

山内 敏宏
三沢営業所 安全主査
東北電力株式会社

ニュートラシューティカルズ事業部
販売促進担当 係長
平井 克典
大宮支店 宇都宮出張所

健康に役立つ情報の発信 熱中症予防啓発活動
社会とのコミュニケーション
社会的パフォーマンス
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オピニオンリーダーへの取り組み

地域ぐるみでの取り組み

「今夏の気候と熱中症」に関する講演会開催に協力し、気象
予報士や報道関係者など情報発信のオピニオンリーダーとな
る人々の熱中症予防への理解促進を行っています。
講演では、都市の暑熱状況と今夏の天候の解説、熱中症予防
のガイドラインの説明、高齢者の水分摂取の重要性の訴求な
どが行われ、参加者の関心と理解を深めています。

氏

日本体育協会では、１９９１年から熱中症予防の研究を開始し「スポーツ活動中の熱中症予防
８カ条」を１９９４年に発表しました。続いて高校生を対象とした「夏期トレーニングガイドブック」
によって水分補給のマニュアル化を図りました。大　製薬には、当初から協賛していただいて
いますが、１９９９年からスタートしたスポーツ少年団に向けたキャンペーン事業からはさらに
大きな協力をいただき、科学的なデータに基づいた「具体的な予防と対策」をとりまとめるこ
とができました。
今では「熱中症」という言葉は広く認知されるようにはなりました。しかし、「具体的な症状や
基本的な対処法・予防法」については、まだまだ認知が十分とはいえず、特にスポーツ指導者
に対する強く継続的なアピールを行ってまいります。また、地球の環境変化によって日常の生活
でも熱中症の危険性は高くなっていますので、一般の方々にも熱中症予防啓発活動を展開して
いくことも、私たちにとって今後の重要な課題です。

MESSAGE

岡崎 助一
専務理事

専任主任技師

熱中症予防啓発活動に取り組む関係者さまから

氏

私たちの、日本気象業務支援センターの熱中症予防啓発活動は、2003年から始まりました。
日本体育協会さんから「熱中症予防に関わる水分補給に最適な製品を製造販売している、大　
製薬」ということで紹介いただき、活動当初から協力していただいています。
おかげさまで、今ではほとんどの方に「熱中症」という言葉を覚えていただくことができたと
実感しています。
これからは、第２ステップですね。「どんな時にどのようになるのか！」「なぜナトリウムが必要
か！」「きちんとした水分補給とは！」など、正しい知識と対処の方法を、しっかり伝えていきたい
と思っています。村山 貢司

財団法人
気象業務支援センター

財団法人
日本体育協会

気象予報士セミナー

神戸支店は、兵庫県川西市、大阪教育大学と官学産共同の
熱中症予防のための研究会を立ち上げ、市の実施する熱中
症予防啓発活動に協力しました。
研究会は、スポーツクラブ21、スポー
ツ少年団、中学校、体育・スポーツ振
興事業団の指導者、父母、児童、生徒
など3,415名を対象に講習会と実施
後のアンケート調査を行い、子ども
たちや運動部指導者の予防知識の
向上と定着をはかりました。これに
より、2009年夏の熱中症発生件数

はゼロを記録し、産学、行政および地域が一体となった熱中
症啓発活動は、予防に有効であるとの示唆を得ました。この
成果は大阪教育大学によって、９月末に論文発表され、活動
の拡大や浸透に役立てられます。
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その他活動

その他活動

統合失調症の基礎的な知識を患者さん本人や家族、一般の方へ
わかりやすく伝え、疾患の認知と理解を深める目的で2008年度
より市民公開講座の開催に協力しています。
東京、名古屋、福岡の会場に2,000人を超える参加があり、「病気
を知る」「回復力を高め再発を防ぐ」などの内容を伝えました。

● 指導者の為の健康栄養セミナー実施
● 旅行者血栓症防止のための情報提供
● 大　アカデミーニュートリションプログラム

子どもたちの健康を願い、体の仕組みや健康について漫画でわ
かりやすく解説した「OTSUKA漫画ヘルシー文庫」を1989年
から毎年１巻発刊し、全国の小、中学校、特別支援学校、海外日
本人学校、国公立図書館、児童館に寄贈しています。
創刊から12年間は小学校高学年向けシリーズ、2001年から6
年間は英語を併記した中学生向けシリーズ、2007年からは小
学校中学年を読者対象にした新シリーズを展開中です。毎巻ひ
とつのテーマを掘り下げ、健康や栄養、医学など各分野の専門
の先生に構成を依頼し、十数人の著名な漫画家が書き下ろして
います。
2009年度は、「みんなみんな地球っ子」と題して環境と健康をテ
ーマに取り上げました。子どもたちから募集した漫画を組み込む
など、楽しみながら知識や関心を深められるよう工夫しています。
学校では、保健室や図書室に置かれ、児童が自由に閲覧する他、
保健委員会の活動や保健だより作成、授業の教材にも活用され
ています。寄贈先以外の方にも見ていただけるようWebサイト
での公開を行っています。

● 栄養情報担当者（NR）養成支援

健康に役立つ情報の発信

健康教育への取り組み

市民公開講座「統合失調症を知る」に協力

OTSUKA漫画ヘルシー文庫

国内7カ所の工場では、個人や団体のお客さまの工場見学の受け
入れを積極的に行い、医薬品やニュートラシューティカルズ※１

　 の製
造ラインの見学や、各工場内の施設、環境への取り組みなどを紹
介しています。工場見学の情報はWebサイト「バーチャル工場見
学」のコンテンツ内「工場見学に行こう！」でも案内しています。
また、品川の東京本部では、修学旅行や社会科見学の一環として
要望のある会社訪問に対応しています。生徒のみなさんの質問
に応えながら会社の紹介や事業の説明などを行い、社会との接
点の一端を担っています。

工場見学・会社訪問の受け入れ

｢OTSUKA漫画ヘルシー文庫｣
トップページ

｢OTSUKA漫画ヘルシー文庫｣を利用した中学校での授業

OTSUKA漫画ヘルシー文庫全２１巻

関連サイト ： 
OTSUKA漫画ヘルシー文庫
http://www.otsuka.co.jp/
environment/comiclibrary/

関連サイト ： 工場見学に行こう！
http://www.otsuka.co.jp/
company/production/factory/
tour/tour.html

会社訪問

※1 ニュートラシューティカルズ：栄養「Nutrition」+医薬品「pharmaceutical」を組み合わせた造語。

社会とのコミュニケーション
社会的パフォーマンス
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大会時の飲料提供や水分補給の重要性の訴求などを行い、選手
のパフォーマンスを支援しています。

「人と環境にやさしい、地域に開かれた工場」をめざしている徳島
板野工場には工場冷却水を再利用したビオトープの池があり、四
季折々の花や生物が訪れる人を楽しませています。また、敷地内
の木々は以前よりこの地に根付いていたものを建設後に植え直
して、周囲の森との調和に配慮しています。
そうした取り組みが評価され、2010年5月に生物多様性を評価
基準とした（財）都市緑化基金が主催する「企業のみどり１００
選」に選ばれました。また、池の傍らにはカブトムシのふ化場をつ
くり、工場見学の子どもたちの人気を集めています。

生産拠点である工場や、研究所、営業拠点では、地域の一員とし
て地域美化活動に積極的に参加しています。

その他活動 ● 東京マラソン2010を支援
● 徳島ヴォルティスの支援

スポーツ・文化と健康への取り組み

自然環境との調和

障がい者スポーツ競技大会の支援

大　グループ75周年記念事業の一環として1998年に鳴門市に
設立された陶板名画美術館です。
古代壁画から世界25カ国190余の美術館が所蔵する西洋名画
まで、1,000余点がオリジナル作品と同じ大きさに再現され、多く
の作品を一堂に会して鑑賞することができます。システィーナ礼
拝堂を再現したホールなど美術品が置かれている状況をそのま
ま再現した「環境展示」や、時系列に作品を並べた「系統展示」、
ひとつのテーマのもとに作品を集めた「テーマ展示」など展示方
法にも工夫し、来館者を楽しませています。
地域の小学生を対象とした学習教室や音楽会の開催、西洋絵画
と日本伝統芸能の融合への挑戦などの試みも行い、絵画鑑賞に
とどまらず、文化財の持つ価値とさまざまな可能性を伝えています。

財団法人 大　国際美術館

ビオトープ※2
　  の充実

地域美化活動への参加

※2 ビオトープ：生物が共存している生態系や生息する空間を示す言葉。近年では環境の損なわれた土地、都市や工場敷地内の空き地、校庭などに動植物などが共生できる場所を造
成、復元した空間を指す場合が多い。

ビオトープの池から見る徳島板野工場

再現されたスクロヴェーニ礼拝堂
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大　製薬徳島本部、大　化学、大鵬薬品は、徳島県や大学など官
学民協働で進める「環境首都 あどぷと・エコスクール※2

　  」制度に基
づき、徳島市立川内中学校と養子縁組の協定を結び、同校2年生
の環境に関する総合学習を3カ月にわたってサポートしました。
講師による講義、工場の水処理施設などの見学、近隣河川の水質
調査、スーパーマーケットやレストランなどのゴミの量や処理状況
の調査などを指導し、最終回は生徒によるグループ発表で締めく
くられました。この活動が評価され「とくしま環境県民会議」から、
次世代を担う生徒たちの環境意識を高めるよい機会となったと
感謝状を授かりました。

● COOL BIZ、エコドライブ運動、ブラックイルミネーションの実施
● ノンフロン自販機の展開

その他活動

徳島ワジキ工場は、グループの大　テクノ、地域企業や自治体、
商工会と協力して、地域の活性化と発展への寄与を目的に野外
ライブ「エキサイティング・サマー・イン・ワジキ」を毎年開催してい
ます。継続20年以上になるこのイベントには、毎年四国内外から
多くの若者や家族連れが集まり、工場敷地内の芝生の広場に特
設されたステージに熱い声援を送っています。
また、徳島板野工場は、2009年11月に板野町や隣接する県の
複合施設、徳島ヴォルティス、また地元の商工会・小学校と協力し
て環境イベント「地球フェスタ in いたの」を開催し、環境保全の
大切さの訴求と町の認知度を上げる活動を行いました。

地域社会との共生

社会支援活動

大　製薬と、大　パキスタンをはじめとするアジア・アラブ地域で
事業活動を行う各社が協力して、パキスタン北西辺境州の州都
であるペシャワールにアフガン難民救済のための診療所「大　
ウエルフェアクリニック（Otsuka Welfare Clinic)」を2003年に
設立しました。診療所では医師4名の他、看護師、薬剤師、助産士
などのスタッフが援助の必要な患者さんを無料で診療しています。
1日約300人が診療所を訪れ、これまでに、大　ウエルフェアクリ
ニックで診療を受けた患者さんは50万人を超えました。

徳島ワジキ工場では、地域に自生するどんぐりから苗を育てるど
んぐりプロジェクトに参加しています。今回、「みなみから届ける
環づくり会議」※1　 の主催で、地元の公園に８種類の広葉樹約６０
本を植えました。今後の成長をみんなで楽しみにしています。

どんぐりプロジェクト

野外ライブの実施（徳島ワジキ工場・徳島板野工場）

あどぷと・エコスクールへの協力

ペシャワール難民キャンプでの診療活動

エキサイティング・サマー・イン・ワジキ

※1 みなみから届ける環づくり会議：徳島県南部の環境課題の解決を目標として活動する産官学民による協働体。
※2 環境首都あどぷと・エコスクール制度：徳島県と県内４大学などでつくるとくしま環境科学機構が、「地域の人づくりを地域の企業などが支える」の考えのもと、「アドプト」の考え

方を学校の環境学習活動に適用し、徳島県内の事業者・民間団体が「里親」となり、「養子」である学校の環境学習活動を支援する制度。

地球フェスタ in いたの

社会とのコミュニケーション
社会的パフォーマンス
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2010年4月に発生した中国青海省大地震に際し、中国のグループ会社7社が
協力して輸液、飲料、栄養製品の支援物資と義援金を送りました。

大　製薬、大　製薬工場、大鵬薬品、JIMROなどグループ会
社が集まっている高崎工場の社員食堂では、喫食者がヘル
シーメニューを選ぶと、途上国の子どもの給食1食分である20
円が寄付できる「Table For Two」に、参加しています。
2009年からは大　製薬徳島工場エリアの2つの食堂でも
開始し、社員の健康づくりと社会貢献が同時に行えるこの活動
を少しずつ拡大しています。

海外グループ会社の社会貢献活動

「Table For Two（テーブル・フォー・ツー）※3　 」に参加 （高崎工場・徳島工場エリア）

中国青海省大地震災害復興支援

2010年1月ハイチ国の大地震災害では、アメリカのグループ会社5社が栄養製
品を送ったり、会社と社員のマッチングによる寄付を行いました。

ハイチ大地震災害復興支援

アメルタインダ大　では、地域の発展への貢献のため、未来を担う子どもたちの
教育に視点をおいた支援活動を行っています。インドネシア語で「ひとつの心」
と名づけたチャリティイベント「SATU HATI」を2007年から実施し、メディアと
連携してさまざまなアプローチで募金活動を行って、学校に図書館を設置したり
図書の寄付をしました。

地域の子どもたちへ図書を届ける「SATU HATI（ひとつの心）」
キャンペーン（アメルタインダ大　・インドネシア）

大　グループのヨーロッパ各社は、疾病の治癒や慈善活動への寄付を目的とし
たチャリティイベントに、社員が積極的に参加しています。

チャリティイベントへの協力
（大　ファーマシューティカルヨーロッパ、大　ファーマ、大　ファーマシューティカルフランス）

※3 TABLE FOR TWO（テーブル・フォー・ツー）：開発途上国の飢餓と先進国の肥満や生活習慣病の問題に同時に取り組む社会貢献運動。対象となる定食や食品を購入すると、
1食につき20円の寄付金が、TABLE FOR TWOを通じて開発途上国の子どもの学校給食になる活動。

大　ファーマ （ドイツ）
研究所とも協力しチャリティランに参加

大　ファーマシューティカルヨーロッパ（イギリス)
ピンクの服を着て乳がん撲滅イベントに参加

大　ファーマシューティカルフランス
チャリティイベントFun Runに参加












